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国
に
出
始
め
た
。
移
民
労
働
者
が
流
出

し
た
要
因
は
、
国
民
登
録
証
を
持
つ
ミ

ャ
ン
マ
ー
人
で
あ
れ
ば
誰
で
も
パ
ス
ポ

ー
ト
取
得
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
、
国

内
で
雇
用
機
会
を
生
み
出
す
産
業
ら
し

い
産
業
が
育
っ
て
お
ら
ず
大
学
を
出
て

も
働
く
機
会
は
公
務
員
以
外
に
な
い
に

等
し
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

そ
し
て
、
今
で
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
移

民
労
働
者
は
総
人
口
約
五
一
〇
〇
万
の

一
割
に
当
た
る
約
五
〇
〇
万
人
に
も
上

る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
特
に
移
民
労
働

者
の
多
い
出
先
は
隣
国
の
タ
イ
と
マ
レ

ー
シ
ア
で
、
タ
イ
に
は
約
二
〇
〇
万
人

以
上
、
マ
レ
ー
シ
ア
に
は
約
四
〇
万
人

以
上
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
移
民
労
働
者
が

い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
多
く

の
移
民
労
働
者
が
出
て
い
る
タ
イ
と
マ

レ
ー
シ
ア
に
労
働
者
を
送
り
出
し
て
い

る
斡
旋
業
者
へ
の
訪
問
ヒ
ア
リ
ン
グ
調

査
（
二
〇
一
五
年
八
月
実
施
）
か
ら
明

　

今
日
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
外
国
に

「
出
稼
ぎ
」
の
目
的
で
い
く
労
働
者
の

数
は
、
増
え
続
け
て
い
る
。
し
か
し
、

一
九
八
〇
年
代
ま
で
は
移
民
労
働
者
は

ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
背

景
に
は
、
社
会
主
義
政
権
下
で
パ
ス
ポ

ー
ト
発
行
の
強
い
規
制
と
閉
鎖
的
な
経

済
政
策
に
よ
っ
て
農
村
部
で
は
貨
幣
経

済
の
浸
透
力
が
弱
か
っ
た
た
め
、
貧
し

い
な
が
ら
も
自
給
自
足
的
な
生
活
が
強

い
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
当
時
、

外
貨
（
米
ド
ル
）
を
稼
ぐ
の
は
外
国
籍

お
よ
び
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
営
の
大
型
船
の

「
乗
組
員
」
と
し
て
働
く
人
だ
け
だ
っ

た
。
し
か
も
、
そ
の
「
乗
組
員
」
職
は

専
門
職
分
野
の
も
の
で
、
ス
テ
ー
タ
ス

も
高
く
、
収
入
も
高
い
職
業
だ
っ
た
。

そ
の
た
め
、
就
労
者
の
数
も
非
常
に
少

な
か
っ
た
。

　

一
九
九
〇
年
以
降
の
軍
事
政
権
下
で

は
、
著
し
い
数
の
難
民
や
合
法
／
非
合

法
の
移
民
労
働
者
な
ど
様
々
な
形
で
外

ら
か
に
な
っ
た
労
働
者
派
遣
シ
ス
テ
ム

を
解
説
し
、
タ
イ
と
マ
レ
ー
シ
ア
へ
の

派
遣
状
況
を
比
較
検
討
す
る
。
最
後
に
、

今
後
に
む
け
て
合
法
な
労
働
者
派
遣
シ

ス
テ
ム
の
定
着
化
の
可
能
性
に
つ
い
て

考
察
を
試
み
る
。

●
ミ
ャ
ン
マ
ー
労
働
者
斡
旋
業
者

の
誕
生

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
が
労
働
者
を
制
度
化
し

て
外
国
に
送
り
出
し
た
の
は
一
九
九
八

年
の
「
海
外
就
労
に
関
す
る
国
家
平
和

発
展
評
議
会
法
律
」（Law

 Relating 
to O

verseas E
m

ploym
ent, T

he 
State Peace and D

evelopm
ent 

Council Law
 N

o.3/99

―
―
以
下
、

一
九
九
八
年
海
外
就
労
法
）
が
制
定
さ

れ
た
以
降
と
な
る
（
参
考
文
献
①
）。

今
回
、
二
〇
一
五
年
八
月
に
訪
問
調
査

し
た
三
つ
の
斡
旋
業
者
（
以
下
、
エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
）
と
も
一
九
九
八
年
海
外
就

労
法
が
制
定
さ
れ
る
前
に
設
立
さ
れ
た

会
社
で
あ
る
が
、
制
定
後
一
九
九
八
年

海
外
就
労
法
に
よ
り
登
録
無
効
と
な
っ

た
た
め
、
一
九
九
八
年
海
外
就
労
法
に

基
づ
い
て
ミ
ャ
ン
マ
ー
労
働
・
雇
用
・

社
会
保
障
省
（M

inistry of Labour, 
E

m
ploym

ent and Social Securi-
ty

：
Ｍ
Ｏ
Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
―
―
以
下
、
本

省
）
に
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
・
ラ
イ
セ
ン
ス

を
申
請
・
取
得
し
直
し
た
業
者
ば
か
り

だ
っ
た
。

　

一
九
九
八
年
海
外
就
労
法
に
基
づ
い

て
本
省
に
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
・
ラ
イ
セ
ン

ス
登
録
し
て
い
る
業
者
は
二
〇
一
四
年

六
月
現
在
、
二
〇
二
社
あ
る
。
そ
の
う

ち
、
タ
イ
向
け
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
は
、

六
八
社
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
エ

ー
ジ
ェ
ン
ト
の
詳
細
情
報
は
本
省
の
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
訪
問
調
査
を
受
け
入
れ
て
く
れ

た
業
者
は
い
ず
れ
も
本
省
の
登
録
リ
ス

ト
に
あ
る
。

　

二
〇
一
二
年
一
二
月
末
時
点
で
タ
イ

向
け
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
移
民
労
働
者
総

数
は
約
一
四
一
万
人
で
、
そ
の
う
ち
二

国
間
覚
書
に
よ
る
労
働
者
数
は
約
三
万

六
〇
〇
〇
人
で
あ
る
（
参
考
文
献
②
）。

こ
の
よ
う
に
二
国
間
覚
書
に
よ
っ
て
派

遣
さ
れ
た
労
働
者
の
数
は
把
握
で
き
て

い
る
総
数
の
約
二
・
六
％
し
か
な
く
、

合
法
な
派
遣
労
働
者
と
し
て
は
非
常
に

少
な
い
数
に
留
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し

特 集 ❷
メコン地域の移民労働者

　

ミ
ャ
ンマ
ー
の
労
働
者
派
遣
シ
ス
テ
ム

―
タ
イ
と
マレ
ー
シ
ア
へ
の
派
遣
を
事
例
に
―

ナ
ン
ミ
ャ
ケ
ー
カ
イ
ン
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最
近
、
二
〇
一
五
年
七
月
本
省
管
轄
の

労
働
局
統
計
に
よ
る
と
、
二
〇
一
四
年

度
の
派
遣
労
働
者
数
は
タ
イ
に
三
万
三

〇
〇
〇
人
、
マ
レ
ー
シ
ア
に
約
二
万
五

〇
〇
〇
人
、
二
〇
一
五
年
一
月
か
ら
五

月
ま
で
は
タ
イ
に
約
一
万
九
〇
〇
〇
人
、

マ
レ
ー
シ
ア
に
約
一
万
二
〇
〇
〇
人
と

な
っ
て
い
る
（
参
考
文
献
③
）。
こ
の

よ
う
に
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
を
介
し
て
正
式

な
派
遣
労
働
者
と
し
て
ミ
ャ
ン
マ
ー
か

ら
タ
イ
向
け
と
マ
レ
ー
シ
ア
向
け
に
送

り
出
さ
れ
る
ま
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
過
程

を
詳
し
く
み
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

●
タ
イ
向
け
労
働
者
派
遣
シ
ス
テ
ム

　

タ
イ
と
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
は
移
民
労

働
者
の
雇
用
に
関
す
る
協
力
関
係
に
つ

い
て
定
め
ら
れ
た
内
容
を
二
国
間
覚
書

と
し
て
二
〇
〇
三
年
六
月
に
締
結
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
本
覚
書
に
基
づ
く
労

働
者
の
送
り
出
し
は
、
両
国
間
の
交
渉

が
難
航
し
た
た
め
二
〇
一
〇
年
に
な
っ

て
初
め
て
開
始
さ
れ
た
。
ま
ず
、
タ
イ

雇
用
主
は
管
轄
の
タ
イ
雇
用
局
に
派
遣

労
働
者
要
請
書
を
提
出
し
た
後
、
タ
イ

雇
用
局
本
部
に
そ
の
要
請
書
が
送
ら
れ

る
。
そ
し
て
、
そ
の
要
請
書
は
タ
イ
雇

用
局
か
ら
在
バ
ン
コ
ク
・
ミ
ャ
ン
マ
ー

大
使
館
に
い
る
本
省
職
員
に
渡
り
、
当

局
に
よ
り
要
請
さ
れ
た
企
業
に
関
す
る

調
査
が
行
わ
れ
る
。
そ
の
調
査
報
告
を

添
え
て
ミ
ャ
ン
マ
ー
海
外
雇
用
派
遣
業

協
会
（M

yanm
ar O

versea Em
ploy-

m
ent A

gencies Federation

：
Ｍ
Ｏ

Ｅ
Ａ
Ｆ
―
―
以
下
、
協
会
）
に
書
類
一

式
を
送
付
す
る
。
協
会
は
到
着
し
た
書

類
一
式
に
協
会
推
薦
状
を
添
え
、
ネ
ピ

ド
ー
の
本
省
に
提
出
す
る
。
本
省
大
臣

執
務
室
で
一
週
間
ほ
ど
か
か
っ
て
、
さ

ら
に
閣
議
決
定
に
承
認
申
請
を
す
る
が
、

承
認
が
下
り
る
ま
で
一
～
二
週
間
ほ
ど

か
か
る
。

　

一
方
、
タ
イ
の
雇
用
要
請
書
が
ネ
ピ

ド
ー
の
本
省
に
到
着
し
た
時
点
で
公
示

さ
れ
、
そ
の
要
請
書
に
記
載
さ
れ
た
条

件
に
合
う
派
遣
労
働
者
の
募
集
活
動
が

本
省
に
登
録
さ
れ
て
い
る
ミ
ャ
ン
マ

ー
・
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
各
社
に
よ
っ
て
開

始
さ
れ
る
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
エ
ー
ジ
ェ

ン
ト
各
社
は
自
社
に
登
録
さ
れ
た
リ
ク

ル
ー
タ
ー
を
介
し
て
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
各

地
で
派
遣
労
働
者
集
め
に
走
り
出
す
の

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
エ

ー
ジ
ェ
ン
ト
の
派
遣
労
働
者
の
人
選
方

法
に
つ
い
て
、
テ
ィ
・
テ
ィ
・
エ
ス

（
Ｔ
Ｔ
Ｓ
）
社
を
事
例
と
し
て
取
り
上

げ
る
。
テ
ィ
・
テ
ィ
・
エ
ス
社
の
場
合

は
、
応
募
し
て
き
た
労
働
者
の
集
団
研

修
を
行
う
。
最
初
は
健
康
診
断
を
受
け

て
も
ら
い
、
派
遣
先
の
職
場
や
生
活
に

お
け
る
「D

oʼs and D
onʼt

」
講
義
を

受
け
る
、
簡
単
な
語
学
を
習
う
、
規
律

や
周
囲
の
人
々
と
の
順
応
性
を
み
る
た

め
の
心
理
的
テ
ス
ト
を
受
け
る
な
ど
独

自
に
開
発
さ
れ
た
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
項

目
に
基
づ
い
て
人
選
を
行
う
。
二
～
三

日
か
け
た
研
修
に
合
格
し
た
人
に
通
常

の
パ
ス
ポ
ー
ト
（
五
年
間
有
効
）
を
申

請
し
て
交
付
す
る
。
そ
の
よ
う
に
選
ば

れ
た
派
遣
労
働
者
は
閣
僚
会
議
で
決
定

さ
れ
た
雇
用
要
請
書
に
署
名
を
し
、
タ

イ
向
け
派
遣
労
働
者
リ
ス
ト
を
本
省
よ

り
承
認
を
得
る
こ
と
で
ミ
ャ
ン
マ
ー
人

労
働
者
派
遣
が
正
式
決
定
と
な
る
。

　

そ
の
後
は
、
本
省
か
ら
タ
イ
雇
用
局

本
部
へ
、
さ
ら
に
は
タ
イ
入
国
管
理
局

本
部
と
タ
イ
国
境
入
国
管
理
局
を
経
て

派
遣
労
働
者
リ
ス
ト
が
国
境
チ
ェ
ッ
ク

ポ
イ
ン
ト
に
送
ら
れ
て
い
く
。
一
方
、

同
じ
書
類
一
式
は
タ
イ
雇
用
局
本
部
か

ら
在
バ
ン
コ
ク
・
ミ
ャ
ン
マ
ー
大
使
館

と
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
に
あ
る
ミ
ャ
ン

マ
ー
労
働
局
を
経
由
し
て
国
境
チ
ェ
ッ

ク
ポ
イ
ン
ト
に
送
ら
れ
て
い
く
。
実
際
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
・
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
が
派
遣

労
働
者
を
コ
ッ
タ
ウ
ン（Kaw

 Thaung

）、

ミ
ャ
ワ
デ
ィ
（M

ya W
addi

）、
タ
ー

チ
レ
イ
ク
（T

archilaik

）
の
三
カ
所

の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
か
ら
国
境
を
越

え
て
タ
イ
に
入
国
し
、
雇
用
要
請
依
頼

の
あ
っ
た
企
業
に
到
着
す
る
ま
で
ミ
ャ

ン
マ
ー
・
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
が
責
任
持
っ

て
派
遣
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
以
上

の
よ
う
な
一
連
の
タ
イ
向
け
派
遣
手
続

き
は
一
～
二
カ
月
ほ
ど
か
か
る
と
い
う
。

●
マ
レ
ー
シ
ア
向
け
労
働
者
派
遣

シ
ス
テ
ム

　

マ
レ
ー
シ
ア
と
は
二
国
間
覚
書
は
締

結
し
て
い
な
い
が
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
側
の

派
遣
時
手
続
き
は
基
本
的
に
タ
イ
と
同

じ
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
を
辿
る
。
一
九
九

八
年
海
外
就
労
法
に
基
づ
い
て
本
省
に

登
録
し
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
エ
ー
ジ
ェ
ン

ト
の
み
マ
レ
ー
シ
ア
に
も
労
働
者
を
派

遣
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
二
国

間
覚
書
が
締
結
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、

マ
レ
ー
シ
ア
で
の
雇
用
機
会
情
報
を
通

知
し
て
く
れ
る
マ
レ
ー
シ
ア
・
エ
ー
ジ

ェ
ン
ト
と
パ
ー
ト
ナ
ー
に
な
っ
て
お
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
時
に
は
マ
レ
ー

シ
ア
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
も
雇
用
主
か
ら

情
報
を
直
接
入
手
し
た
わ
け
で
は
な
く

サ
ブ
・
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
が
存
在
し
た
り

す
る
こ
と
も
あ
る
。

　

ま
ず
、
雇
用
主
で
あ
る
マ
レ
ー
シ
ア

企
業
が
雇
用
条
件
を
含
む
募
集
要
項
を

マ
レ
ー
シ
ア
・
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
経
由
で

ミ
ャ
ン
マ
ー
・
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
に
メ
ー

ル
で
送
る
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
エ
ー
ジ
ェ

ン
ト
は
募
集
要
項
を
入
手
し
た
ら
地
方

に
い
る
リ
ク
ル
ー
タ
ー
に
そ
の
雇
用
条

件
を
伝
え
て
、
マ
レ
ー
シ
ア
に
出
稼
ぎ

に
行
き
た
い
労
働
者
を
集
め
て
も
ら
う
。
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特集❷：ミャンマーの労働者派遣システム ―タイとマレーシアへの派遣を事例に―

労
働
者
が
確
保
で
き
た
ら
地
方
か
ら
ヤ

ン
ゴ
ン
に
二
～
三
日
程
度
リ
ク
ル
ー
タ

ー
に
連
れ
て
き
て
も
ら
い
、
健
康
診
断

を
受
け
、
合
格
し
た
人
に
パ
ス
ポ
ー
ト

申
請
手
続
き
を
行
う
。
そ
の
後
、
一
連

の
手
続
き
が
完
了
す
る
ま
で
労
働
者
は

一
旦
地
方
に
戻
っ
て
、
出
国
す
る
直
前

ま
で
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
か
ら
の
連
絡
を
待

つ
こ
と
に
な
る
。

　

パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
か
ら
一
週
間
後
に

は
労
働
者
の
パ
ス
ポ
ー
ト
が
受
け
取
れ

る
よ
う
に
な
る
の
で
、
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

が
代
理
で
受
け
取
り
、
必
要
な
書
類
一

式
（
例
え
ば
、
派
遣
労
働
者
を
要
請
す

る
マ
レ
ー
シ
ア
企
業
の
概
要
、
雇
用
要

請
書
、
労
働
者
と
の
雇
用
契
約
書

［
仮
］）
を
在
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
・
ミ

ャ
ン
マ
ー
大
使
館
に
送
る
。
そ
し
て
、

在
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
・
ミ
ャ
ン
マ
ー

大
使
館
に
い
る
本
省
職
員
が
要
請
企
業

を
調
査
し
、
報
告
書
を
封
印
し
て
ミ
ャ

ン
マ
ー
・
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
に
送
り
返
し

て
く
る
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
エ
ー
ジ
ェ
ン

ト
は
そ
の
封
印
し
た
ま
ま
の
在
ク
ア
ラ

ル
ン
プ
ー
ル
・
ミ
ャ
ン
マ
ー
大
使
館
本

省
職
員
の
報
告
書
と
協
会
推
薦
状
と
派

遣
労
働
者
関
係
書
類
一
式
を
本
省
の
労

働
局
、
そ
し
て
本
省
大
臣
執
務
室
を
経

由
し
て
閣
僚
会
議
に
派
遣
許
可
の
申
請

を
行
う
。

　

一
方
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
エ
ー
ジ
ェ
ン

ト
か
ら
派
遣
労
働
者
健
康
診
断
合
格
書

や
パ
ス
ポ
ー
ト
コ
ピ
ー
や
履
歴
書
な
ど

関
係
書
類
一
式
を
マ
レ
ー
シ
ア
・
エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
に
送
り
、
マ
レ
ー
シ
ア
・
エ

ー
ジ
ェ
ン
ト
が
マ
レ
ー
シ
ア
側
で
行
う

べ
き
手
続
き
を
実
施
す
る
。
例
え
ば
、

入
国
管
理
局
に
査
証
の
申
請
を
行
う
な

ど
で
あ
る
。

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
の
閣
僚
会
議
か
ら

申
請
後
二
～
三
週
間
し
た
ら
許
可
が
下

り
、
査
証
許
可
が
下
り
た
後
に
も
う
一

回
、
健
康
診
断
を
行
い
、
出
発
前
研
修

を
労
働
者
が
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
そ

し
て
、
最
終
的
な
雇
用
契
約
を
結
び
、

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
費
用
な
ど
を
支
払
っ
て

出
国
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
手
続
き
に

最
低
三
カ
月
半
か
ら
四
カ
月
間
ほ
ど
か

か
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
そ
れ
以
上
か

か
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
そ
の
た
め
ミ
ャ

ン
マ
ー
政
府
や
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
か
ら

の
許
可
を
待
っ
て
い
る
間
、
労
働
者
の

気
持
ち
が
変
わ
り
、
派
遣
労
働
者
と
し

て
出
国
す
る
こ
と
を
辞
退
す
る
人
が

多
々
い
る
と
い
う
。
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と

し
て
は
手
数
料
を
相
手
国
の
エ
ー
ジ
ェ

ン
ト
と
折
半
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、

労
働
者
が
辞
退
し
て
手
数
料
が
不
履
行

と
な
っ
た
場
合
、
マ
レ
ー
シ
ア
・
エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
へ
の
支
払
い
が
で
き
な
い
た

め
ト
ラ
ブ
ル
に
発
展
す
る
こ
と
が
あ
る
。

●
タ
イ
と
マ
レ
ー
シ
ア
の
派
遣
状

況
を
比
較
検
討

　

タ
イ
と
マ
レ
ー
シ
ア
へ
の
派
遣
シ
ス

テ
ム
の
お
お
き
な
違
い
は
、
二
国
間
覚

書
を
締
結
し
て
い
る
か
否
か
で
あ
る
。

マ
レ
ー
シ
ア
と
は
二
国
間
覚
書
を
締
結

し
て
い
な
い
た
め
、
マ
レ
ー
シ
ア
か
ら

の
募
集
情
報
は
も
っ
ぱ
ら
マ
レ
ー
シ

ア
・
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
に
頼
る
こ
と
に
な

る
。
ま
た
、
マ
レ
ー
シ
ア
雇

用
主
と
の
間
に
サ
ブ
・
エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
が
存
在
し
て
い
た

場
合
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
側
に

提
示
し
て
き
た
雇
用
条
件
と

実
際
に
雇
用
先
に
労
働
者
が

到
着
し
て
か
ら
提
示
さ
れ
た

雇
用
条
件
（
主
に
給
与
な
ど

金
銭
的
な
条
件
）
に
ズ
レ
が

あ
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
た

め
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
エ
ー
ジ

ェ
ン
ト
が
派
遣
労
働
者
に
ク

レ
ー
ム
を
受
け
た
り
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
人
派
遣
労
働
者
が
不

服
を
本
省
に
直
接
申
し
出
た

り
す
る
こ
と
が
あ
る
。

　

派
遣
労
働
者
に
と
っ
て
重

要
な
こ
と
は
、
給
与
、
出
発

前
準
備
金
と
し
て
の
初
期
費

用
、
出
発
ま
で
手
続
き
に
要

す
る
期
間
の
三
点
セ
ッ
ト
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
タ
イ
と
マ

レ
ー
シ
ア
へ
の
派
遣
状
況
を
派
遣
労
働

者
の
視
点
か
ら
比
較
検
討
す
る（
表
１
）。

　

ま
ず
給
与
に
関
し
て
い
え
ば
、
タ
イ

で
は
約
八
〇
〇
〇
バ
ー
ツ
（
約
二
二
〇

米
ド
ル
）、
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
約
九
〇

〇
リ
ン
ギ
ッ
ト
（
約
二
一
〇
米
ド
ル
）

と
な
り
、
そ
れ
ほ
ど
大
差
は
な
い
が
、

契
約
期
間
が
三
年
間
と
長
い
マ
レ
ー
シ

ア
の
ほ
う
を
好
む
労
働
者
が
多
い
。
し

表１　タイとマレーシアへの派遣労働者状況比較
項　　　目 タイ向け マレーシア向け

2014年度派遣労働者数 33,000人 25,890人
2015年１月～５月派遣労働者数 19,476人 12,150人
契約形態 MoUに基づく 雇用要請書に基づく
契約期間 基本２年 ２年～３年
出発までの期間 １～２カ月 3.5～４カ月
移動手段 陸路（バス） 空路（飛行機）
初期費用 約200米ドル＋約280米ドル 約850米ドル
職歴経験 特に求めない 特に求めない
職種 非熟練労働者 非熟練労働者
学歴 求めない又は小学校卒業 中学校卒業
給与 8,000バーツ（≒220米ドル） 900リンギット（≒210米ドル）
就労セクター 食料加工業、製造業、サービス業 製造業、建設業
言葉 タイ語 マレー語
宗教 仏教 イスラム教

（注）�　各通貨から米ドルは2015年11月11日、http://www.bloomberg.co.jp/tools/calculators/currency.html、を使っ
て変換。

（出所）　2015年８月のヒアリング調査より作成。
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か
し
、
費
用
の
面
で
は
、
空
路
で
し
か

渡
れ
な
い
マ
レ
ー
シ
ア
は
航
空
券
と
ミ

ャ
ン
マ
ー
・
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
手
数
料
込

み
で
約
八
五
〇
米
ド
ル
と
や
や
高
め
で

あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
タ
イ
に
は
陸
路

で
渡
る
た
め
初
期
費
用
は
ミ
ャ
ン
マ

ー
・
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
手
数
料
一
五
万
チ

ャ
ッ
ト
と
研
修
費
五
万
チ
ャ
ッ
ト
で
、

約
二
〇
〇
米
ド
ル
ほ
ど
で
あ
る
。
そ
れ

以
外
に
タ
イ
側
で
発
生
し
た
初
期
費
用

一
万
バ
ー
ツ
（
約
二
八
〇
米
ド
ル
）
は

雇
用
主
が
立
て
替

え
て
支
払
っ
て
あ

り
、
労
働
者
が
就

労
し
始
め
て
か
ら

一
〇
カ
月
間
分
割

で
給
与
か
ら
天
引

き
さ
れ
る
。
こ
の

よ
う
に
マ
レ
ー
シ

ア
に
派
遣
労
働
者

と
し
て
行
こ
う
と

考
え
た
時
、
出
発

前
費
用
は
最
低
で

も
一
〇
〇
万
チ
ャ

ッ
ト
が
要
る
の
で
、

あ
る
程
度
、
貯
蓄

力
の
あ
る
層
（
低

所
得
者
層
の
上
も

し
く
は
中
所
得
者

層
）
の
人
々
し
か

行
け
な
い
の
で
あ

る
。
そ
れ
に
比
べ
、
タ
イ
の
場
合
は
出

発
前
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

に
支
払
う
費
用
は
約
二
〇
万
チ
ャ
ッ
ト

（
マ
レ
ー
シ
ア
の
五
分
の
一
）と
低
所
得

者
層
の
中
や
下
の
人
々
も
頑
張
っ
て
貯

蓄
す
れ
ば
手
の
届
く
範
囲
で
あ
る
。
し

か
も
タ
イ
は
出
発
ま
で
一
～
二
カ
月
間

し
か
か
か
ら
な
い
の
に
対
し
、
マ
レ
ー

シ
ア
の
場
合
は
タ
イ
の
約
倍
以
上
の
時

間
が
か
か
る
こ
と
に
な
る
。

●
結
び
に
か
え
て

　

以
上
の
比
較
検
討
要
素
三
点
セ
ッ
ト

か
ら
み
え
て
く
る
の
は
、
派
遣
労
働
者

に
と
っ
て
マ
レ
ー
シ
ア
よ
り
タ
イ
に
行

き
や
す
い
条
件
が
揃
っ
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
で
あ
る
。し
か
も
、ミ
ャ
ン
マ
ー

と
同
じ
仏
教
国
で
あ
り
、
食
べ
物
の
味

付
け
な
ど
も
馴
染
み
深
い
環
境
が
あ
る
。

何
よ
り
同
胞
の
移
民
労
働
者
が
数
多
く

お
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
て
い

る
の
で
、
労
働
者
を
送
り
出
す
家
族
に

と
っ
て
も
本
人
に
と
っ
て
も
安
心
感
の

あ
る
出
稼
ぎ
先
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

今
後
も
タ
イ
向
け
派
遣
労
働
者
を
多
く

送
り
出
し
続
け
る
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
マ
レ
ー
シ

ア
向
け
の
派
遣
労
働
者
の
数
も
二
〇
一

五
年
度
前
半
か
ら
急
増
し
て
い
る
。
二

〇
一
五
年
前
半
の
勢
い
で
派
遣
が
継
続

さ
れ
れ
ば
二
〇
一
四
年
度
の
数
を
上
回

る
可
能
性
が
大
き
い
。
二
〇
一
四
年
度

は
平
均
し
て
一
カ
月
に
二
一
五
〇
人
出

国
し
て
い
た
の
に
対
し
、
二
〇
一
五
年

五
月
ま
で
一
カ
月
あ
た
り
二
四
三
〇
人

が
マ
レ
ー
シ
ア
に
出
稼
ぎ
労
働
者
と
し

て
行
っ
て
い
る
（
参
考
文
献
③
）。
こ

の
よ
う
に
マ
レ
ー
シ
ア
に
向
け
て
の
ミ

ャ
ン
マ
ー
人
労
働
者
派
遣
は
増
加
傾
向

に
あ
る
。

　

タ
イ
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
両
国
に
向
け

た
労
働
者
派
遣
シ
ス
テ
ム
は
手
続
き
上

複
雑
か
つ
時
間
が
か
か
る
、
と
い
っ
た

問
題
点
は
あ
る
に
せ
よ
、
各
当
局
の
監

視
・
管
理
体
制
の
下
に
労
働
者
を
正
式

に
派
遣
す
る
こ
と
で
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
人

派
遣
労
働
者
に
と
っ
て
少
し
で
も
安

心
・
安
全
な
雇
用
条
件
・
就
労
環
境
確

保
が
可
能
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

（N
ang M

ya K
ay K

haing

／
東
京
外

国
語
大
学
非
常
勤
講
師
）
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